
更

イ ン ド仏 蹟 巡 拝 日記 抄

伊 藤 真 徹

佛
教
大
学
仏
教
学
研
究
室

の
呼
掛
け
で
、
イ

ン
ド

仏
蹟

研
修
旅
行
団
を
結
成

し
、
昭
和
四
十
八
年
十

二

月
二
十

一
日
伊
丹
空
港
を

飛
立

っ
た

一
行

は
二
十
三

名
。
釈
尊

の
仏
恩
を
報
ぜ
ん
と
す
る
七
十
九
歳

の
老

僧

か
ら
若
冠
二
十

に
及
ば
ぬ
男

女
の
仏
教
学
徒
諸

君

等
多
彩

で
あ
る
。
九
時
集
合

、
大
阪

エ
ア
ポ

ー
ト
ホ

テ
ル

"月

の
間
"
で
結
団
式
、
十

二
時
半

エ
ア
イ

ン

デ
ア
航
空
三

一
一
便

の
ス
チ

ュ
ア
デ
ス
の
合
掌

に
迎

え
ら
れ

て
機
上
の
人
と
な

る
。
香
港
、
バ

ン
コ

ッ
ク

空
港

で
休
憩
、

一
路
イ

ン
ド

へ
。

ボ
ン
ベ
イ
着
は
夜

半
な
が
ら
暑
気

は
日
本

の
八
月
並

み
で
、
扇
子
を
離

す

こ
と
は
で
き
ぬ
。

出
発
前
に
知
ら
さ
れ
た
イ

ン
ド
国
内
航
空

の
ス
ト

は
未
解
決
の
こ
う
着
状
態
、
加
う

る
に

一
部
鉄
道

に

も
波
及
し
て

い
る
と
か

で
、
前
途

の
多
難
が
予
想
さ

れ
る
。
日
程
の
交
通
機
関

の
利
用
は
変
更
し

て
も
、

如
何
に
苦

難
多
く
と
も
、

こ
こ
ま

で
来

て
見
学
巡
拝

の
地
は
変
更
さ
れ
な

い
決
意
を
確
め
合

っ
た
。

ホ
テ
ル
に
入

っ
て
も
三
時
間
半

の
仮
睡

で
、
二
十

二
日
早
暁

、
暗
や
み

の
中
バ

ス
を
停
車
場

に
走
ら
す
。

駅
は
人
と
荷
物

で
膨
れ
あ
が
り
、
足

の
踏
み
場
も
な

い
、
さ
す
が
人

口
世
界
第
二
位

の
国
柄
を
思

い
知
ら

さ
れ
る
。

マ
ン

マ
ー
ド
で
バ
ス
と
乗
換
え
、
第

一
日

の
見
学
地

エ
ロ
ー
ラ
に
着

い
た

の
は
日
が
西

に
傾
き
、

さ
し
込
む
陽
光

で
窟
院
見
学

に
は
好

適
で
あ
る
。
こ

こ
の
窟
院

は
四
世
紀
か
ら
十
三
世
紀

に
渉

っ
て
彫
ら

れ
た
仏
教
、

ヒ
ン
ズ
ー
教
、
ジ

ャ
イ
ナ
教

の
寺
院

で
、

特

に
第
十
六
窟

の
カ
イ
サ
ラ
寺

院
は
壮
大
優
美

で
、

ラ
シ

ュ
ト
ラ
ク
タ
朝

の
ク
リ
シ

ュ
ナ
王

に
よ

っ
て
初

め
ら
れ
、
約
二
百
年
以
上
の
歳

月
を
費

し
、
九
七

五

年

に
完
成

し
た

こ
と
を
知
り
、
そ

の
恐
る
べ
き

エ
ネ

ル
ギ
ー
と
忍
耐
は
信
仰

の
然
ら
し
め
る
と
こ
ろ
と
驚

い
た
。
全
体

で
三
十
四
窟

あ
る
が
、
第
十

と
第
十

二

窟

は
仏
教
窟

で
懇
ろ
に
見
学
し
、
こ
の
三
窟
以
外

は

割
愛

し
た
が
、
古
代

イ
ン
ド
人
の
宗
教

心
の
深

さ
を

知
ら

さ
れ

る
と
共
に
、
多

く
の
イ

ン
ド
学
術
書

に
掲

載

せ
ら
れ

て
い
て
、
心
の
銀
幕

に
映
し
残

さ
れ
て

い

る
仏
、
菩
薩
像

に
じ
か
に
出
遭

え
た
心
地

し
て
懐

し

い
。
星

の
ま
ば
た
く
頃
ア
ウ
ラ
ン
ガ
バ

ー
ト
に
着
く
。

こ
の
地
は
ボ

ン
ベ
イ
か
ら
飛
行
機

で

一
時

間
の
距
離

に
あ

っ
て
、

こ
こ
を
基
地

と
し
て

エ
ロ
ー
ラ
、

ア
ジ

ャ
ン
タ
、
サ

ン
チ
見
学

の
予
定

で
あ

っ
た
が
、

ス
ト

の
た
め
サ

ン
チ

の
塔
を
見
学
す

る
こ
と
は
放
棄

断
念

せ
ざ

る
を
え
な

い
の
で
、
悔

い
も
残

り
万

斛
の
涙
を

の
む
。

二
十
三
日
、
ム
ガ
ー
ル
帝

王
時
代

と
思

わ
れ

る
建

物
や
回
教
寺

院
を
車
窓

に
眺
め
、
バ

ス
を
走
ら
す

こ

と
暫
し
、
デ
カ

ン
の
タ
ー
ジ

マ
ハ
ー

ル

と

い

わ

れ
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る
ビ
ビ

・
カ

・
マ
ク
バ

ラ
の
宏
壮
な
大
理
石
造

の
廟

を
参
観
す
る
。
各
大

理
石

に
彫
出
さ
れ
、ま
た
透
か
し

彫
り
の
幾
何
模
様
の
美

し
さ
等

、
技

巧
の
美

に
驚

か

さ
れ
、
古
代
帝
王
の
権
勢

と
豪
華
な
生
活

の

一
端

に

触
れ
る

こ
と
が

で
き
た
。

さ
ら

に
急
坂
を
登
る
こ
と
数

㎞
、

ア
ウ
ラ
ン
ガ

バ

ー
ド

の
窟
院

に
到
る
。

エ
ロ
ー
ラ
の
窟
院

は
前
面

に

緩
や
か
な
平
地
が
拡
け
て

い
る
が
、

こ
こ
は
岩
山

の

断
崖

に
約
二
㎞

に
わ
た
り
、
九

の
窟
院
が
連
な

っ
て

い
る

。
長

い

歳

月
は
容
赦
な
く
崩
壊

し

て
、

い
ま

は
第
三
、
第
四

の
二
窟

の
み
昔

の
姿
を
留
め
、
特

に

第

三
窟

は
美
術
的

に
優
れ
、
第
四
窟
は

エ
ロ
ー

ラ
や

ア
ジ
ャ
ン
タ
の
そ
れ
よ
り
も
古

い
と
考
証
さ
れ

て
い

る
。終

日
山
ら
し
い
姿
も
な

い
高
原
を
馳
り
、

一
瞬

に

し
て
サ
タ

マ
ラ
山
系

の
渓
谷

へ
と
、
羊
腸
た
る
急
坂

を
下

り
、
思

わ
ず
手

に
汗
を
握
る

こ
と
し
ば
し
ば
、

漸

く
ア
ジ
ャ
ン
タ
に
着

い
た
。
谷
間

の
駐
車
場
は
人

と
車

で
雑
踏
、
肩
肩
相
摩
す

の
形
容
が
ピ

ッ

タ
リ
で
あ

る
。

つ
ま
先
き
上
が
り

の
坂
道
を

登

り
、
山
膚

の
斜
面

に
し

つ
ら
え
た
小
径

に

肝
を
冷

し
な
が
ら
第

一
窟

に
た
ど
り
着

い
た

時
は
息
も
切
れ
ん
ば
か

り
で
あ
る
。

こ
の
窟

院
群
は
長

い
間
土
中

に
眠

っ
て
い
た
が
、

一

八

一
九
年
谷
を
距

て
た
対
岸

に
虎
狩
り

に
来

た
英
国
人

に
よ

っ
て
発
見

せ
ら
れ
、
逐
次
発

掘
せ
ら
れ
世
界

に
喧
伝

さ
れ
、
世
界

の
文
化

の
精
華

と
な

っ
た
。

こ
の
日
は
ク
リ
ス

マ
ス

・
ホ
リ
デ
ー
で
見

学

の
団
体
も
多
く
、
多
く

の
窟

の
入

口
は
既

に
陰
り
な
が
ら
、
西
面
す

る
第

一
窟

に
照

り

つ
け
る
陽
光

に
、
汗

は
止

め
ど
も

な
く
流

れ

る
。
青
少
年

の
団
体
見
学
が
終

っ
て
後
漸
く

入
場
を
許
さ
れ
た
。
す

で
に
参
観
者
も
少
な
く
十
分

に
見
学
す
る
よ
う
配
慮

さ
れ
た
掛

り
員

に
感
謝

し

つ

つ
、
電
光
に
照

し
出

さ
れ

る
精

巧
な
彫
刻

の
数

か
ず
、

彩
り
鮮
か
な
壁
面
や

天
井

の
絵
画
、
模
様
等
古
代
人

の
技
巧

の
優
秀

さ
に
驚
嘆
す

る
の
み
で
あ

る
。
殊

に

画
面

に
描
か
れ
た
菩
薩
像

は
法
隆
寺

の
弥
陀
三
尊

の

図
柄

に
彷
彿
と
し
、
日
本

の
仏
教
美
術

の
親
里

に
巡

り
会
え
た
思

い
が
す
る
。

イ

ン
ド
政
庁
の
高
官

の
宿
舎

と
な

る
部
屋
が
提
供

さ
れ

て
老
人
組
み
は
寝

た
が

、
夜

半
消
灯

さ
れ
早
朝

の
出
発
準
備
は
懐
中
電

灯
が
唯

一
の
頼

り
、
終

日
バ

ス
と
汽
車

で
ボ

ン
ベ
イ
に
は
夕

刻
着
く
。

ク
リ
ス

マ

ス

・
イ
ブ

の
夕
餉
は
豪
華

で
、
イ

ン
ド
古
典
舞
踊
と

音
楽

に
旅

の
疲
れ
を
忘
れ
た

。
翌

二
十
五

日
は
午
前

中
自
由
行
動
、
午
後

は
イ
ン
ド
門

近
く

で
機
動
船

に

乗
り
、
真
夏

の
如
き
太
陽
の
直

射
を
避

け
、

エ
レ

フ

ァ
ン
タ
島

の
ヒ
ン
ズ

:
教

の
窟
院
を
訪

れ
、
神

秘
を

こ
め
る
神
神

の
容
姿
に
酔
う

た
。
涼

風
や
や
催

す
頃
、

市
内
見
学
と
夜
景
展
望
に
出

か
け
、
そ
の
ま
ま
ク
リ

ス

マ
ス
に
賑
う
沿
道
の
景
観
を
眺

め
な
が
ら
郊
外

の

サ
ン

・
ン

・
サ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
入
り
、
遅

い
夕
食

は

音
楽

と
シ

ョ
ー
で
楽
し

い
ひ
と
時

で
あ

っ
た
。
夜
間

照

明
に
浮
き
出
た
プ
ー
ル
に
人
影
も
な
く
、
綿

を
被

っ
た
ク
リ
ス

マ
ス

・
ツ
リ
ー
も
場
所
を

取
り
違

え
た
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噌

よ
う
で
奇

異
で
あ

る
。
夜
半
十

一
時
空
港

に
行
き

ニ

ュ
ー
デ
リ
ー
行

き
の
便
を
待

・.
た
が
、
先
方

の
空
港

が
濃

霧
の
た
め
欠
航
、
急
遽

近
く

の
ホ
テ
ル
で

一
泊

す
る
の
止
む
な
き
仕
儀
と
な
る
。
翌
二
十
六
日
十
時

発

の
便
を
待

っ
た
が
、
デ
リ
ー
上
空

の
情
況
が
好

転

せ
ず
結
局
十
二
時
四
十
分
ま
で
待

っ
た
。
プ

ロ
ペ
ラ

機

は
下
界

の
眺
め
が
素
晴

ら
し

い
。
ホ
テ
ル
で
小
憩

後

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー

の
観
光

に
出

る
。
こ
の
日
の
見

学

で
印
象

深

い
の
は

、
マ
ハ
ト

マ

・
ガ
ン
ジ
i
火
葬

の

聖
地
公
園

ラ
ー
ジ

・
カ
ー
ト
と
ラ
ー
ル

・
キ
ラ
で
あ

る
。

ラ
ー

ル

・
キ

ラ
は
レ

ッ
ド

・
フ
ォ
ー
ト
と
呼

ば

れ
、
赤

い
砂
岩

の
城
壁

で
囲
ま
れ

て

い
る
。
城
内

の

斜
陽

に
映
え
る
公
的
謁
見

の
宮
殿
、
イ

タ
リ
ヤ
製

の

玉
座
を
間
近
に
仰
ぎ
、
さ
ら
に
私
的
謁
見

の
宮
殿

に

歩
を
進
め
、
大
理
石

の
柱

や
ア
ー
チ
に
刻
ま
れ
た
草

花
模
様

の
彫
刻

の
美

し
さ
、
ま
た
王
者

の
優

雅
な

日

常
生
活
を
偲
ぶ
数
か
ず

の
設
ら

い
に
豪
華
・け
ん
ら
ん

な

名
残

に
時

の
流

れ
る
の
も
忘
れ
た
。

二
十
七
日
も
空
港

で
ア
グ

ラ
便
を
待

っ
た
が
、
濃

霧

の
た
め
容

易

に
飛
べ
ず
、
や

っ
と
午
後
二
時
軍
用

機
も
発
着
す
る

ア
グ
ラ
空
港

に
着

い
た
。
直
ち

に
タ

ー
ジ

・
マ
ハ
ー
ル
を
見
学

し
た
。

こ
の
建
物
は

レ

ッ

ド

・
フ
ォ
ー
ト
を
築

い
た
ム
ガ
ー
ル
五
代

皇
帝
ジ

ャ

ハ

・
ジ

ャ
パ
ン
が
三
十
九
歳

で
み
ま
か

っ
た
愛
妃

ム

ム
タ
ス

・
マ
ハ
ル
の
死
を

い
た
み
、
大
理
石
で
二
十

二
年

の
歳
月
と
二
万

の
工
匠
を

ペ
ル
シ

ャ
、
ト
ル

コ

等

の
イ

ス
ラ
ム
圏

の
各
地
か
ら
動

員
し
て

一
六
五
四

年

に
完
成
し
、

レ
ッ
ド

・
フ
ォ
ー
ト
の
居
城

か
ら
遠

望
し

て
愛
妃
を
偲
ん
だ
と

い
う
純

愛
物

語
が
伝

え
ら

れ

て
い
る
。
廟
の
中
央

ド
ー
ム
は
高

さ
六
五
米

、
台

座

の

一
辺
は
九
四
米
で
、
そ
の
構
成
美

は
遠

望
に
優

れ
、
近
寄

っ
て
見
れ
ば
技

工
の
精
美

に
驚
く
。

ド
ー

ム
の
直

下

に
は
皇
帝

と
愛
妃
の
柩

が
安
置

さ
れ
永

き

眠
り

に

つ

い

て

い

る

。

つ
い
で

ア
グ
ラ
城

と
宮
崎
博
士
が
建
設

せ
ら
れ
た

救
癩
セ

ン
タ
ー
を
訪
れ
た
。
博
士
が
人
類
愛

に
も
え
、

愛
の
手
を

さ
し
の
べ
、

孜
々
と
し

て
努
力

せ
ら
れ
た

結
実

の
跡
を
見
聞

し
、

い
ま
異
国

の
地

で
博
士

の
偉

業
を
継
承

し
て
献
身

せ
ら
れ

て
い
ら
れ
る
諸
士

に
深

く
敬
意

の
頭
を
垂
れ
、
各
自
醵
出

の
貧
者

の

一
灯
を

贈

る
。

こ
の
地

か
ら

一
夜
と

一
日

の
バ

ス
の
旅
が
続
く
。

ゲ

ス
ト

ハ
ウ
ス
で
目
覚
め
、
二
十
九
日
暁
闇

の
中
、

海

の
如
く
拡
が

る
ジ

ャ
ン
グ
ル
を
見
下
す

コ
ー
サ

ラ

国
舎
衛
城
趾

に
立

つ
。
西
域

記

に
し
る
す
如
き
過
去

の
繁
栄

の
片
鱗
も
な
く
、
時

の
流
れ

の
遙

か
な
移
り

変

り
を
念
う
。

つ
い
で
祗
園
精

舎
を
訪
れ
た
。
仏
陀

の
遺
跡
巡
拝

の
第

一
歩
を
印
し
た
。
玄
弉
三
蔵

は
「今

は
す
で

に
荒
廃
す
L
と
記
し

て
い
る
が
、
そ

の
荒
廃

中

の
遺
物

す
ら
今
は
何
物
も
な

い
。
菩
提
樹

の
茂
る

道
路
を
挾

む
数
多
く

の
遺
構

に

つ
い
て
、
黄
衣

の
僧

の
説
明
と
標
識
を
読
み
な
が
ら
久
し
く
逍
遙
し
た
。

ア
シ

ョ
カ

王
石

柱

刻

文

ア
シ

ョ
カ
王
は
潅
頂

二
十
年
を
過

ぎ
た
年

に
、

こ
こ
を
訪

れ

て
釈
尊

降
誕
を
記
念

す
る
た

め

に
馬
像
を

有
す

る
石
柱

を
建

て
し
め
た
。
「
ル
ン
ビ

ニ
i
村

は
税
金

を
免
ぜ

ら
れ
、

生
産

の
八

分

の

一
の
み
を
収
め

よ
」

と
記

さ
れ

て

い
る
。
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こ
の
日
九
時
宿
舎
発
。
ま
た
バ

ス
の
旅
が
続
き
午

後
二
時
ネ
パ
ー
ル
領

に
入

っ
て
八

㎞
の
ル
ン
ビ

ニ
ー

に
到
着
し
た
。
見
学
所
要
時
間

は

一
時
間

の
制
約
、

直
ち

に

マ
ヤ
堂

に
直
行
、
堂
内

に
は

マ
ヤ
夫
人
と
待

女
と

シ

ッ
タ
ル
タ
太
子
の
彫
像
が
安
置

さ
れ
、

天
井

か
ら
差

し
込
む
光
線

に
降
誕
の
状
が
浮
き
出

し
て

い

る
。
ア
シ

ョ
カ
王
建
立

の
石
柱
は
玄
弉
時

代
落
雷
の

た
め
中
央

で
折

れ
て
い
た

こ
と
を
記
録
す
る
が
、

一

八
九
七
年

フ
ェ
ー
ラ
i
氏
が
刻
文

の
あ
る
根
底
部
を

発
掘
解
読
し
、

い
ま
小
高

い
丘

に
建

て
ら
れ

て
い
る
。

再
び
バ

ス
に
ゆ
ら
れ
て
二
五
〇

㎞
の
旅
が
続
き
、

闇
空

に
金

の
砂
子
を
ま

い
た
よ
う

に
星

の
美

し

い
ク

シ
ナ
ガ

ラ
に
着

い
た
。
翌
朝
釈
尊
入
涅
槃

の
聖
地
、

道
路
を
距

て
て
樹
木
で
覆

わ
れ
た
聖
域

に
歩
を
運

ぶ
。

大
理
石
造

り
の

マ
ハ
バ
リ

ニ
ル
バ

ァ
ー
ナ
寺

に
は
六

メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
涅
槃
像
が
安
置

さ
れ
、
頭
北
面

西
、
黄

衣
を
着

し
花
が
捧
げ
ら
れ

て
い
る
。
誦
経
念

仏
、
城
内

を
逍
遙

、
サ
ラ
樹

の
落
葉
を
拾
う
。

十
二
月
三
十

日
九
時
半
、

ク
シ
ナ
ガ
ラ
発
、
釈
尊

を
ダ
ビ
し
た
チ
ャ
イ
チ
ャ
塚
を
遠
望
し
、

一
路
サ

ル

ナ

ー
ト

へ
。
西

に
日
の
傾
く
頃
鹿
野
苑

に
着
き
、
広

大
な
聖
域

の
隅
ず

み
ま
で
歩

き
廻

り
、
塔

の
周
囲
を

花
や
幾
何
模
様

の
彫
刻

で
飾

っ
た
ダ

メ
ー
ク
の
四
六

メ
ー
ト

ル
の
円
筒
形

の
塔
を
仰
ぎ
、

ア
シ

ョ
カ
王
建

立
の
石
柱

の
基
部

に
目
を
注
ぐ
。
博
物
館

に
急
ぎ
玄

関
正

面

に
す
え
ら
れ
た
石
柱
上
部
を
飾

る
四
頭

の
獅

子
像

の
美
は
眺

め
て
飽
き

る
こ
と
が
な

い
。
菩
薩
像
、

初
転
法
輪

の
仏
陀
の
坐
像
、
館
内
す

べ
て
の
仏
像
や

写
真
右

ア
シ

ョ
カ
王
石
柱

頭
部

を
飾

る

「
四
頭

の
獅

子

像
」
(
サ
ル
ナ
ー
ト
考
古

学
博
物
館

蔵

)

写
真
左

有
名

な
ブ
ダ
ガ

ヤ
大
塔

の
真

下

に
あ

る
菩

提
樹

・
仏
足
跡

。

彫
刻
は
写
真

で
見
た
こ
と
の
あ

る
、

一
度

は
実
物
を

見
た

い
と
願

っ
た
あ

こ
が
れ

の
彫
像

の
み

で
あ
る
。

夕
闇

せ
ま
る
頃

ベ
ナ

レ
ス
に
入
る
。

三
十

一
日
早
朝

ヒ
ン
ズ
ー
教
徒

の
聖
地

の
沐
浴
風

景

の
見
学

に
出

る
。
賑
や
か
な
音
楽
と
敬
虔
な
沐
浴

に
心
を
打
た
れ
、
対
岸

の
水
平
線
上

に
出
る
太
陽
を

拝
む
。
朝
食
後
市
内
見
物
を
楽
し
み
、
ベ
ナ

レ
ス
大

学
の
構
内
を
バ

ス
で

一
巡
し
、
構
内

の
ヒ
ン
ズ

ー
寺

院
を
参
観

し
、
市
内

の
モ
ン
キ

ー
寺
院

で
愛
き

ょ
う

を
振
り
ま
く
猿
を

カ
メ
ラ
に
納
め
、
黄
金
寺
を
間
近

か
に
仰
ぐ
。
何
処
も
人
で
雑
踏

し
、

一
行
と
は
ぐ
れ

な

い
よ
う

に
努
力
す
る
だ
け
で
精

一
杯
で
あ
る
。
サ

リ
ー
工
場
を
見
学
し
、
土
産
物

の
数
か
ず
を
仕
入
れ

て
汽
車

に
乗
る
。
ネ
パ

ー
ル
航
空
利
用

の
た
め
バ
ト

ナ

に
向

っ
た
が
、
途
中
機
関

の
故
障

に
よ

っ
て
立
往

生
、
日
は
暮

れ
星

は
ま
ば
た
き
夜
は
更
け

て
も
発
車

す

る
気
配
も
な

い
。
車
内

は
真

っ
暗
、
お
腹

は
空
く
、

幸

い
携
帯
燃
料
と
ガ
ン
ジ

ス
河

の
聖
水
ご
持
参

の
好

意

に
よ
り
た
き
上
げ

た
ラ
ー
メ
ン
は
無
上

の
珍
味

と

し
て
忘
れ
ら
れ
ぬ
。
宿
舎

に
入

っ
た
頃
は
暦

は
改

ま

っ
て
正
月

元
日
、
旅
行
社
の
心
尽
し
の
お
餅

と
祝
杯

を

あ
げ
、

お
目
出
と
う

の
挨

拶
後

床
に
入
る
。

元
旦
空
路
ネ
パ
ー

ル
に
入
り
、
カ
ト

マ
ン
ズ

の
市

内
見
学
シ
ヴ

ア
神
殿
と

ハ
ス
マ
ン
ド
カ
宮
殿
、
ラ

マ
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教

寺
院
等
、
殊

に
授
産

工
場

で
じ
ゅ
う

た
ん
を
織

る

チ
ベ

ッ
ト
難
民
女
工
の
物
哀

れ
な
姿

に
心
が
痛
む
。

世
界
的
石
油
不
足

の
た
め
、
定
期
便
以
外

一
切
飛

行

ま
か
り
な

ら
ぬ
と

の
厳
命
に
よ
り
、
自
動
車

で
イ

ン
ド
入

り
す

る
こ
と

に
決
定

し
て
就
寝
す

る
。

五
時
ホ
テ
ル
を
出

て
、

ヒ

マ
ラ
ヤ
展
望
台
ド
ウ
ー

ケ
ー
ル
の
丘
に
登

る
。
旭
光

に
映
え

る
中
部

ヒ
マ
ラ

ヤ
連
峰

の
白
金
色

に
輝
く
美
し
さ
、
間
近

の
山
は
ま

だ
薄
墨
色

の
靄

の
中

に
眠

っ
て
い
る
。
日
躡
先
照
高

山
の
経
意
を

明
ら
か

に
知
る

こ
と
が

で
き
た
。
午

前

中
自
由
行
動

、
十

二
時

タ
ク
シ
ー
七
台
に
分
乗
し
て
、

山
ま
た
山

の
山
腹

の
動
揺
多

い
路
を
走

る
。

国
境
近

い
イ

ン
ド

の
町
で
、
イ

ン
ド
の
バ

ス
に
乗

継

い
だ
の
は
午
後
九
時
、
バ
ス
内

で

一
夜
を

明
か
し
、

三

日
は
ナ

ー
ラ
ン
ダ
寺
趾
を
見
学

し
た
が
、
現
在

は

往
時

の
何
分

の

一
か
が
発
掘

せ
ら
れ
て

い
る
の
み
と

か
で
、
玄
弉
在
留
当
時
の
壮
大

さ
が
思

わ
れ
た
。

つ

い
で
ラ
ジ
ギ
ー
ル

に
急

ぎ
、
霊
鷲
山

の
坂
路
を
あ
え

ぎ
な
が
ら
登
り
、
釈
尊
が
教
え
を
説
れ
た
場
所
と

示

さ
れ
る
基
礎

の
如
き
レ
ン
ガ

の
囲

い
に
花
香
を
そ
な

え

て
誦
経
念
仏
し
、
ま
た
イ
ダ
イ

ケ
夫
人

の
住
ん
だ

王
舎
城
を
俯
瞰
し
て
感
涙
を
催
す
。
下
山
後

の
コ
カ

コ
ー

ラ
の
味
は
甘
露

の
如
く
蘇

る
こ
と
が

で
き
た
。

竹
林
精
舎
を
左

に
見

て
、
聖
地
ブ
ダ
ガ
ヤ

に
近
付

き
、
大
塔
を
遙
か

に
見
付

け
車
内

か
ら
歓
声
が

わ
く
。

金
剛
宝
座
を
覆
う
菩
提

樹
の
茂

み
か
ら
突

き
出

る
五

ニ
メ
ー
ト

ル
の
九
層
の
大
塔

は
、
夢

に
ま

で
見
た
懐

し
の
大
精
舎
で
あ
る
。
周
匝
す

る
欄
楯
を
見

て
内
部

に
入

り
仏
像
を
低

頭
作
礼

し
た
。
薄
暮
、印
度
山

凵
本

ビ

ル

マ
の
仏
教
徒

に
よ

っ
て
建

立
さ
れ

た
ク
シ
ナ

ガ
ラ

の

浬
槃
寺

、
六

メ
ー
ト
ル

に
お

よ
ぶ
涅
槃
像

が
安
置

さ
れ

て

い
る
。

寺
を
訪
れ
、
落
慶
法
要
の
名
残

り
を

と
ど
め
る
仏
前

に
端
坐
合
掌
、
馴
染
多

い
法
旦
ハで
誦
経
念

仏
し
た
。

大
塔
を
拝
し
四
大
仏
蹟
巡
拝
後

の
感
激

は
来

て
見

て

よ
か

っ
た

の

一
語

に
尽
き
る
。

漸
く

日
程
は
予
定
の
如
く
、
四

日
カ
ル
カ

ッ
タ
市

内
見
学
、
五
日
タ
イ
国
入

り
、
午
後

か
ら
日
本
婦
人

の
ガ
イ
ド

に
よ
り
市
内
名
所
を

一
巡

し
た
。
六

日
十

一
時
バ

ン
コ
ッ
ク
発

、
途
中
香
港
休
息
後

一
路
帰
国

の
弄
定

で
あ

っ
た
が
手
続
ヒ

の
手
ち
が

い
で
、
団
員

名
簿
が
空
港
当
局
に
届

い
て
な

い
た

め
、
イ

ン
ド
航

空

に
乗
れ
ず
止
む
な
く
ア
メ
リ
カ
ン
航
空

で
香
港
ま

で
来

て

一
泊
。
香
港
の
夜
景

と
珍
味
を
満
喫

し
、
六

日
は
午
前
中
自
由
行
動
、
午
後

買
物

に
嚢
中

は
大

へ

ん
軽
く
な

っ
た
。
予
定

の
航
空
便

で
大
阪
空

港
に
着

陸

し
た

の
は
午
後
八
時
前

、
香

港
の
夜
景

は
立
体

的

で
あ

る
が
、
大
阪

の
夜
景

は
平
面

的
で
ヒ
空

か
ら
で

な
け
れ
ば
味
え
ぬ
美
し
さ
で
あ

る
。
ボ

ン
ベ
イ
入
り

し
て
か
ら
A
7
ま

で
、
夏
装
束

に
近

い
半
月
を
送

っ
た

が
、
大
阪
L
空

で
地
ヒ
は
摂
氏

三
度
と

ア
ナ
ウ

ン
ス

さ
れ
、
急
ぎ
防
寒
着
を
取
り
出

し
た
。
荷
物

を
受
け

取

る
前

に
解
団
式
を
行

い
、
入
国

手
続

き
後

出
迎
え

の
人

に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
無
事

故
と
健
康

で
目
的
を

果

し
た

こ
と
を
祝
福
し

つ
つ
、
別
れ
を
惜
ん
で
家
路

に

つ
い
た
。

(
本
学
教
授

)
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